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◀
３
月
３０
日
、

居
酒
屋
チ
ェ
ー

ン
「
北
前
そ
ば
高
田
屋
」
の

関
野
吉
記
社
長
ら
が
材
料
を

持
ち
込
み
、
本
学
と
近
隣
の

石
巻
商
高
で
避
難
生
活
を
送

る
人
々
に
本
学
食
堂
で
熱
々

の
「
た
ぬ
き
そ
ば
」
を
振
る

舞
っ
た
。

専
修
大
学
校
友
会
、
専
修
大
学
育
友
会
の
菅
沼
堅
吾
会
長
と
石
巻
専
修
大

学
卒
業
生
の
佐
藤
誠
一
さ
ん
（
平
８
基
礎
理
）
か
ら
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄

せ
て
も
ら
っ
た
。

ち
ゅ
う

し
ん

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
衷

心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
校

友
会
で
は
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
在
学

生
へ
の
支
援
を
は
じ
め
、
損
壊
し
ま

し
た
校
舎
の
修
復
等
に
つ
き
ま
し

て
、
大
学
・
育
友
会
と
連
携
し
、
１

日
も
早
い
復
旧
へ
の
協
力
・
支
援
を

行
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
全

国
２６
万
校
友
は
「
オ
ー
ル
専
修
」
の

も
と
に
心
を
共
有
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
健
康
に
留
意
さ
れ
、
こ
の

難
局
を
乗
り
切
っ
て
１
日
も
早
く
立

ち
直
ら
れ
、
ま
た
、
被
災
地
が
見
事

に
復
興
し
ま
す
よ
う
切
に
願
っ
て
お

り
ま
す
。

未
曽
有
の
大
震
災
と
津
波
に
負
け

ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
想
起
さ
せ
る
あ

の
美
し
い
校
舎
を
保
つ
石
巻
専
修
大

学
は
、
発
生
直
後
か
ら
石
巻
圏
の
人

々
の
命
と
暮
ら
し
を
、
ど
っ
し
り
と

守
っ
て
い
ま
す
。
東
京
か
ら
取
材
に

入
っ
た
新
聞
記
者
に
話
を
聞
く
機
会

が
あ
り
、
そ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。
や

が
て
は
石
巻
圏
、
い
や
東
北
沿
岸

域
、
東
北
全
体
の
復
旧
・
復
興
、
再

生
、
発
展
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
の
で

し
ょ
う
。
地
元
紙
の
「
河
北
新
報
」

は
、東
北
の
人
々
の
今
の
思
い
を「
ふ

ん
ば
る
」
の
四
文
字
で
表
し
て
い
ま

す
。
石
巻
専
大
の
姿
が
ダ
ブ
っ
て
き

ま
す
。

「
オ
ー
ル
専
修
」の
一
員
で
あ
る
育

友
会
は
、
学
生
の
父
母
や
保
護
者
の

会
で
す
。若
者
に
希
望
が
な
い
国
に
、

地
域
に
、
未
来
が
な
い
こ
と
を
、
よ

く
分
か
っ
て
い
ま
す
。
総
力
を
挙
げ

て
大
学
を
、そ
こ
で
学
ぶ
、学
ぼ
う
と

す
る
若
者
を
、
息
長
く
支
援
し
て
い

き
ま
す
。（
東
京
新
聞
編
集
局
次
長
）

地
震
発
生
直
後
か
ら
メ
デ
ィ
ア
で

報
道
さ
れ
る
石
巻
市
の
状
況
を
見

て
、
居
て
も
立
っ
て
も
居
ら
れ
な
い

気
持
ち
で
し
た
。
亀
山
紘
石
巻
市
長

（
元
理
工
学
部
教
授
）
の
研
究
室
で

学
ん
だ
卒
業
生
と
し
て
、
何
か
力
に

な
り
た
い
と
思
い
、
東
京
都
が
派
遣

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
ま
し

た
。
今
後
、
宮
城
県
で
の
活
動
に
参

加
す
る
予
定
で
、
そ
の
後
も
継
続
的

に
支
援
活
動
に
携
わ
る
決
意
で
す
。

学
生
時
代
を
過
ご
し
た
街
の
１
日
も

早
い
復
興
を
願
っ
て
い
る
卒
業
生
は

各
地
に
た
く
さ
ん
い
る
は
ず
。
今
こ

そ
、
卒
業
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
発

揮
す
る
時
で
す
。
皆
さ
ん
の
思
い
を

石
巻
に
集
結
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▶
テ
ン
ト
持
参
で
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
に
陸
上
競
技
場
を
開
放
。
大

型
の
テ
ン
ト
や
雨
天
体
育
場
に
支
援
物
資

を
保
管
す
る
な
ど
、
現
在
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

▶
学
内
で
避
難
生
活
を
送
る
児
童
を
対
象

に
「
こ
ど
も
の
絵
本
の
庭
」
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
「
石
巻
専
修
大
学
教
育
会
教
科

研
究
部
会
」の
発
案
で
、山
崎
省
一
教
授
、

根
本
泉
教
授
ら
が
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

３
月
２６
日
に
は
、
『
が
ん

ば
ろ
う
ニ
ッ
ポ
ン
』
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
掲
げ
ら
れ
た

「
専
修
大
学
ワ
ゴ
ン
車
」
が

本
学
に
到
着
。

ま
た
、
４
月
１２

日
に
は
校
友
会

愛
知
県
支
部
か

ら
４
ト
ン
ト
ラ

ッ
ク
と
ワ
ゴ
ン
車
に
詰
ま
っ

た
支
援
物
資
と
義
援
金
が
届

け
ら
れ
た
∥
１１
面
に
記
事
。

多
く
の
支
援
に
支
え
ら

れ
、
石
巻
は
徐
々
に
復
興
の

兆
し
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
左
の
写
真
は
現
在
の

石
巻
駅
前
の
様
子
。

卒
業
生
有
志
が
、
学
生
や

教
員
が
勉
学
・
研
究
を
続
け

る
た
め
の
支
援
情
報
を
「
石

巻
専
修
大
学
在
学
生
支
援
ペ

ー
ジ
」
で
公
開
し
て
い
る
。

本
学
に
勤
務
し
て
い
た
教

員
や
卒
業
生
が
協
力
し
、
学

生
や
研
究
者
の
受
け
入
れ
支

援
を
表
明
し
た
大
学
・
研
究

機
関
な
ど
を
紹
介
。
詳
し
く

は
同
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
s
:
/
/

s
i
t
e
s
.
g
o
o
g
l
e
.
c
o
m
/

s
i
t
e
/
i
s
u
g
r
s
t
/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

学
術
の
分
野
で
顕
著
な
成

績
を
収
め
た
学
生
に
贈
ら
れ

る
川
島
記
念
学
術
賞
の
２
０

１
０
年
度
（
平
２２
）
受
賞
は

次
の
７
人
。
受
賞
者
に
は
後

日
、
賞
状
と
記
念
メ
ダ
ル
が

送
付
さ
れ
る
予
定
。

●
理
工
学
部
●

坂
野

幸
平
さ
ん

基
礎
理
学
科
、
吉
原
章
研
究

室
、
日
本
放
送
協
会
学
園
高

菅
原

達
也
さ
ん

機
械
工
学
科
、
山
本
憲
一
研

究
室
、
宮
城
県
岩
ヶ
崎
高

髙
橋

幸
広
さ
ん

情
報
電
子
工
学
科
、
木
元
一

彦
研
究
室
、
福
島
県
福
島
西

高菅
波

晋
一
さ
ん

生
物
生
産
工
学
科
、
佐
々
木

洋
研
究
室
、
福
島
県
い
わ
き

翠
の
杜
高

●
経
営
学
部
●

渡
部

大
樹
さ
ん

経
営
学
科
、
岡
野
知
子
ゼ

ミ
、
秋
田
県
湯
沢
商
工
高

佐
藤

広
美
さ
ん

経
営
学
科
、
関
根
慎
吾
ゼ

ミ
、
宮
城
県
仙
台
市
立
仙
台

商
業
高

小
原

明
日
香
さ
ん

経
営
学
科
、相
良
勝
利
ゼ
ミ
、

岩
手
県
専
修
大
学
北
上
高

◎
入
学
式
に
つ
い
て

５
／
２２
（
日
）
開
催

時
間
・
場
所
に
つ
い
て
は
後
日
連

絡
い
た
し
ま
す
。

◎
授
業
期
間
に
つ
い
て

前
期
授
業
期
間（
補
講
期
間
含
む
）

は
５
／
２０
～
９
／
２０
、
後
期
授
業
期

間
（
補
講
期
間
含
む
）
は
９
／
２１
～

２
／
６
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
▽
７
／
１８
（
祝
日
）
▽
９

／
１６
（
創
立
記
念
日
）
▽
９
／
１９

（
祝
日
）
は
授
業
を
実
施
し
ま
す
。

※
前
期
に
は
課
題
研
究
期
間
（
８

／
８
～
１２
、
１７
～
２３
）
、
夏
期
休
暇

（
８
／
１３
～
１６
）
が
、
後
期
に
は
冬

期
休
暇
（
１２
／
２３
～
１
／
５
）
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

◎
前
期
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ガ
イ

ダ
ン
ス
に
つ
い
て

▽
学

部
∥
５
／
２０
～
２７

▽
大
学
院
∥
５
／
２３
～
２７

◎
履
修
登
録
に
つ
い
て

▽
登
録
∥
５
／
２３
～
６
／
３
▽
確
認

・
修
正
∥
６
／
６
～
１０
▽
中
止
∥
６

／
２０
～
２４

◎
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

被
災
状
況
に
照
ら
し
て
本
学
独
自

の
奨
学
金
や
、
日
本
学
生
支
援
機
構

な
ど
の
公
的
・
民
間
奨
学
金
に
応
募

で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
５
／
２０
か
ら
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
説

明
し
ま
す
。

材
料
工
学
と
そ
の
周
辺
分

野
で
学
業
に
精
励
し
た
当
該

年
度
の
卒
業
者
で
、
人
格
・

学
業
と
も
に
優
秀
な
学
生
に

贈
ら
れ
る
「
日
本
金
属
学
会

・
日
本
鉄
鋼
協
会
奨
学
賞
」

の
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
、
３

月
に
理
工
学
部
を
卒
業
し
た

大
森
一
輝
さ
ん
（
宮
城
県
中

新
田
高
）
が
受
賞
し
た
。

ま
た
、
四
年
制
大
学
の
機

械
系
学
科
卒
業
者
で
人
格
、

学
業
と
も
に
優
秀
な
学
生
を

表
彰
す
る
「
日
本
機
械
学
会

畠
山
賞
」
に
同
じ
く
３
月
に

理
工
学
部
を
卒
業
し
た
菅
原

達
也
さ
ん
（
宮
城
県
岩
ヶ
崎

高
）
が
選
ば
れ
た
。

進
路
支
援
係
で
は
、
就
職
活
動
中

の
４
年
次
生
お
よ
び
卒
業
生
に
対

し
、次
の
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

①
来
学
で
き
る
学
生
は
進
路
支
援
係

に
来
て
く
だ
さ
い
。

②
☎
０
２
２
５
（
２２
）
５
０
１
９
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２
５
（
２２
）
５
０
３
７

・
Ｅ
メ
ー
ルs

y
u
s
y
o
k
u
@
i
s
e
n
s

h
u- u

.
a
c
.
j
p

で
相
談
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

③
大
学
所
定
の
履
歴
書
（
１
セ
ッ
ト

１
５
０
円
）
を
進
路
支
援
係
カ
ウ
ン

タ
ー
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

④
就
職
資
料
室
を
利
用
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｓ
―
Ｎ
Ｅ
Ｔ
等

の
各
種
シ
ス
テ
ム
）
の
利
用
が
可
能

で
す
。

⑤
首
都
圏
で
活
動
す
る
学
生
は
専
修

大
学
神
田
就
職
課
（
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
７
号
館
２
階
）
を
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。
求
人
検
索
、
就
職
相
談
等
に

応
じ
て
い
ま
す
。

３
月
３１
日
付
で
退
職
し
た

武
川
淳
二
郎
理
工
学
部
教
授

と
松
田
孝
子
経
営
学
部
教
授

に
名
誉
教
授
の
称
号
が
授
与

さ
れ
た
。

両
教
員
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

は
次
の
と
お
り
。

武
川

淳
二
郎
（
た
け
か

わ
・
じ
ゅ
ん
じ
ろ
う
）
理
工

学
部
教
授
（
情
報
電
子
工
学

科
）
∥
在
職
２２
年
。
８９
年
理

工
学
部
助
教
授
、
９６
年
教

授
。
担
当
は
マ
テ
リ
ア
ル
工

学
な
ど
。

松
田

孝
子
（
ま
つ
だ
・

た
か
こ
）
経
営
学
部
教
授（
経

営
学
科
）
∥
在
職
２２
年
。
理

学
博
士
。
８９
年
経
営
学
部
助

教
授
、
９４
年
教
授
。
担
当
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
論

な
ど
。

東
北
６
県
の
９
会
場
で
、
大
学
の
状
況
（
教

育
・
生
活
面
、
就
職
支
援
等
）
な
ど
を
説
明
す

る
「
石
巻
専
修
大
学
育
友
会
臨
時
支
部
懇
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
４
／
２３
（
土
）
秋
田
、
盛
岡

▽
４
／
２４
（
日
）
青
森
、
山
形
、
大
崎

▽
４
／
３０
（
土
）
石
巻
、
北
上

▽
５
／
１
（
日
）
仙
台
、
福
島

※
希
望
者
に
は
個
別
面
談
も
実
施
し
ま
す
。

会
場
等
詳
細
は
後
日
郵
送
さ
れ
る
案
内
通
知
、

ま
た
は
石
巻
専
修
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。



学
生
支
援
係

☎
０
２
２
５
（
２２
）
５
０

１
９

在在
学学
生生
・・
新新
入入
生生
へへ
のの
おお
知知
らら
せせ

大
学
・
育
友
会
と
連
携
し
１
日
も

早
い
復
旧
・
支
援
に
全
力
｜
専
修
大
学
校
友
会

卒
業
生
有
志
が

「
在
学
生
支
援
」

就就
職職
活活
動動
中中
のの
学学
生生
へへ
のの
おお
知知
らら
せせ

▲ 「絆」揮ごうは仲川
恭司文学部教授

東
北
の「
ふ
ん
ば
り
」支
え
る
石
巻
専
修

専
修
大
学
育
友
会
は
総
力
で
支
援

専修大学育友会長

菅沼 堅吾

ボボラランンテティィアア

機機能能のの拠拠点点担担うう

復復興興へへ向向けけ

武
川

、松
田

両
教
授
に
名
誉
教
授

理
工

学
部

経
営

学
部

川
島
記
念
学
術
賞

理
工
学
部
４
人
、経
営
学
部
３
人
が
受
賞

日
本
金
属
学
会
・
日
本

鉄
鋼
協
会
奨
学
賞

大
森
一
輝
さ
ん

石巻専修大学育友会臨時支部懇談会を開催

今
こ
そ
、卒
業
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
揮
の
時

日
本
機
械
学
会
畠
山
賞

菅
原
達
也
さ
ん

卒 業 生

佐藤 誠一

菅原達也さん

大森一輝さん
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